
１
．
組
織
の
役
割
の
再
認
識
と
働
き
方
改
革
の
推
進

２
．
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立

３
．
人
材
の
確
保
・
育
成
と
専
門
性
の
向
上

４
．
部
署
間
連
携
に
よ
る
組
織
力
の
強
化

５
．
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

６
．
社
協
活
動
の
認
知
度
向
上

７
．
質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

第
六
次
経
営
目
標
（
基
本
方
針
）

地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り�

（
目
標
５
・
６
）

⃝
企
業
と
地
域
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
の
推
進
（
え
な

つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
） 

⃝
エ
リ
ア
会
議
の
充
実
に
よ
る
地
域
課
題
の
共
有
と

解
決 

相
談
支
援
体
制
の
強
化�

（
目
標
５
・
７
）

⃝
訪
問
に
よ
る
支
援
（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
）
の
拡
充 

⃝
障
が
い
者
相
談
支
援
体
制
の
強
化

⃝
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
業
務
の
新
規
実
施 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
質
の
向
上�

（
目
標
７
）

⃝
介
護
・
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
改
正
へ
の

対
応 

⃝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
業
務
効
率
化
と
サ
ー
ビ
ス
向
上

持
続
可
能
な
運
営
と
人
材
育
成 

�
 （

目
標
１・２・３・４
）

⃝
第
六
次
中
期
経
営
計
画
の
推
進
（
３
か
年
計
画
） 

⃝
組
織
力
強
化
と
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り 

福
祉
へ
の
理
解
と
参
加
の
促
進�
（
目
標
６
）

⃝
社
会
福
祉
大
会
の
開
催 

⃝
福
祉
活
動
の
周
知
・
啓
発
の
推
進 

重
点
的
な
取
り
組
み

科　目 金　額
会費収入 9,799
寄附金収入 4,200
経常経費補助金収入 57,295
受託金収入 157,929
事業収入 785
介護保険事業収入 415,990
保育事業収入 21,115
就労支援事業収入 9,946
障害福祉サービス等事業収入 194,143
受取利息配当金収入 2,200
その他の収入 10,020
長期貸付金回収収入 100
積立資産取崩収入 4,901
その他の活動による収入 24,958
前期末支払資金残高 112,356

合　計 1,025,737

社
会
福
祉
法
人
恵
那
市
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
８
年
度 

事
業
計
画

恵
那
市
社
協
の
基
本
理
念

私
た
ち
は
、『
共
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社
会
の

実
現
』
を
目
指
し
ま
す
。

経
営
理
念

⃝
総
合
的
な
地
域
福
祉
の
推
進

⃝
社
会
的
役
割
の
推
進

⃝
多
様
な
ニ
ー
ズ
の
尊
重

⃝
連
携・協
働
に
よ
る
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築

⃝
専
門
性
に
基
づ
い
た
支
援
の
追
求

科　目 金　額
法人運営事業 112,076
地域福祉活動事業 90,412
総合相談事業 55,013
子育て支援事業 20,442
介護保険事業 409,925
障がい福祉サービス事業 193,538
福祉センター事業 62,605
当期末支払資金残高（次年度繰越金） 81,726

合　計 1,025,737

み
な
さ
ま
へ　

地
域
福
祉
は
、地
域
の
み
な
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
支
え
合
い
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

収入の部（全体）� 単位：千円 支出の部（全体）� 単位：千円

令和 8年度 恵那市社会福祉協議会 収支予算 （2026.4.1 ～ 2027.3.31）
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